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思うのですね。だから、オリンピッ

クのことを考える時に、代々木の競

技場で戦争末期43年の秋、学生が動

員されて、東条英機の演説のもとに

７万人が大行進した。一説では、第

２次世界大戦で軍に関係して亡くな

った人は350万人、東京空襲や広島・

長崎の原爆で亡くなった人を入れる

ともっと増える。そういう時代を共

有しながら考えるんです。

　1955年に大学を卒業し、コマーシ

ャルの世界、味の素で６年間やって

飛び出した。社会とデザインをつな

げていくこと、その時代にデザイン

を本当に何に使うかということを知

らせていくことをやったのが60年代

でした。僕らの上の世代は、15～

20歳違う人たち、そういう世代の間

半世紀以上、現役でトップを走る

仁木　「2020年東京オリンピック開

催」が決まりました。勝井先生は、

1964年東京オリンピックのデザイン

マニュアル制作に参加され、その後

の「日本万国博’70」、「沖縄海洋博 

’75」、「つくば科学万博’85」のアー

トディレクション、「花博’90」のシ

ンボルマークデザインも手がけられ、

まさに半世紀以上グラフィック界の

トップを走り続けていらっしゃって、

これは世界的にもすごいことですね。

勝井　僕が小学校４年生の時に第２

次世界大戦が起き、終戦が中学２年

の時。３年ずれていたら少年兵とし

て予科練に行った可能性もあって、

常に生命の危険に脅かされていたと

を埋めていくなかで、ある種の社会

的な仕事、国家的な仕事に携わるチ

ャンスが必然的に出てきた、そうい

う時代に出くわしたわけです。

仁木　グラフィックもまた、空間デ

ザインもそうですが、1964年のオリ

ンピックを目指してデザインは大き

く動きましたね。そして、大阪万博

に続いていく…。

勝井　1960年に世界デザイン会議が

開かれました。初めて建築やさまざ

まなデザイナーが日本で150人、世

界から150人、それまで雑誌や本に

出ていた人たちが東京に集まって、

社会的なデザインのイメージをお互

いに語り合ったのです。その前年に

東京オリンピックが決まっていたわ

けで、そういう経験を経て、マーク

がつくられ、オリンピックが開かれ

る４年先のイメージをつくりながら、

社会インフラ自体を変えていくとい

う大工事が始まったわけです。

仁木　東京では、都心の川が高速道

路に変わったり…。

勝井　川を埋めることで、一番安く

空間が得られたというわけです。

　昔の青山通りは都電が走っていた

けれど、それがマラソンコースにな

って競技場につながったのですよ。

成長期で非常にいろいろな意味で、

て…残念だね。

　経済界はすぐに動くけれど、経済

界が先にあるのではなく、ビジョン

が先にあり、そこにお金がついてく

ればよいのであって、あるお金をど

う使うかではない。

　これからの日本は何を世界にア

ピールできるのか。日本の文化をど

ういうふうに世界に伝えていけるか

が大問題です。

仁木　日本には原発問題があり、高

齢化社会の先頭を行っているので、

世界にエネルギーや高齢化社会につ

いてのひとつのショーケースを見せ

るような、未来の設計図を描きデザ

インをしていくという、60年代とは

また別の重要な時期だと思います。

勝井　デザイナーだけではだめなの

で。きちんとリードできる人たちと

コラボしていかないとね。

「空間」をロゴとしてデザイン
する

仁木　先生には、先ごろ一般社団法

人日本空間デザイン協会のロゴデザ

インをしていただきありがとうござ

いました。空間のイメージがとても

よく出ていると多くの皆さんに好評

です。ご苦労をおかけしたようで…。

勝井　「若造のデザインのように、

よくやったね」と言われましたよ。

仁木　実年齢に関係なく先生のデザ

インがお若いということですね。

勝井　若いか年寄りかわからないけ

れど（笑）。協会の名前を変えたので

すよね。

仁木　50年以上「日本ディスプレイ

デザイン協会」でしたが、2012年に

アイデンティティを刷新し、更なる

飛躍を目指し名称も「日本空間デザ

イン協会」に変えました。

勝井　ディスプレイはメディアとし

ては中間で、業界にくっついた言葉

なので一般の人にはわかりにくいね。

そういう意味で領域がもっと広が

り、皆さんにディスプレイではなく

もっと違う要素が入っていることを

知らせる意味で「空間」は現代的な

言葉で、デザイン領域が重なってき

ているのが伝わりやすい。本の中に

も「空間」があり、そういう意味で

の領域として「空間」という概念は

相当に変わってきて、時を得た名前

なので、それなりのものを出さなけ

ればいけないと思って大変に苦労し

焦ってものをつくったのです。だか

らいま、その弊害がいろいろ起きて

います。

仁木　次の2020東京オリンピックに

向けて、これから整備されるでしょ

うが、50年前の弊害を解消したいで

すね。

勝井　整備といっても、次のオリン

ピックの場合は、次の社会をどうつ

くるかということが重要で、オリン

ピックはその過程です。オリンピッ

クに集中してはだめ。

　たくさん山積している問題を解決

して10年後、20年後の社会をどう構

築していくか。それが日本全体の中

でどう位置付けられるかということ

の見通しができて、初めて、どこをど

うするのか…となってくるでしょう。

仁木　私もすごくそう思います。悪

い例として北京オリンピックの後で

ガクンと落ちてしまったでしょう。

東京では、オリンピックを経て、さ

らによい社会につながっていくため

に、私たちも含めて未来のビジョン

を描いて、社会のデザインを構築し

ていきたいですね。

勝井　北京はあれだけのものができ
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性で表現をされる仕事と、理論的な

仕事のふたつともすごい。

勝井　それは確かにね。いわゆる偶

然に何か出てくるとか、光の部分は、

僕の50年のデザインに対する姿勢の

中に、いつも何か美意識の表現とい

うのを考えていた。それがある形で

出てくるのが光です。

　光は、非常にエモーショナルな、

人にある種の感動を与えるのです。

これはなかなか理性では考えられな

い。デザイナーはいつもそれを両面

で考え、表現しているから、あるメ

ッセージが伝わると思うんだね。そ

れがなくなるとだめだと思うのです。

一つ先を見越した美意識…誰でも持

っている「気持ちがよい」とか、感

情の流れの中でのやる気とか、何か

根源的なものを刺激していくという

ことですね。今は政治的なものとか

いろいろな問題があるけれど、割り

切れない世界にこそ、われわれがト

ライして、そういうものをつなぐも

のとして表現していきたいというの

が光の色の世界なんだね。

つながるものを残していきたい

仁木　デザインはどんな時に浮かば

ました（笑）。

仁木　これから50年先に向けて使っ

ていくわけですから、「若い」や「新

しい」の評判は、まさに的を射てい

ます。大先生のデザインだから格式

がある…では、これから50年は使え

ないわけですね。

勝井　使わないし、僕も現役でやっ

ている以上、デザインはその時代の

一つの鏡であって、これからを定義

するもの。そういう意味で表現は、

長く使えるものでないと意味がない。

だからこそ、やらせてくれたのだと

思うけれど。

仁木　はい、先生からデザイン案の

ボードをいただいた時は、心が躍り、

本当に嬉しく思いました。

光の色の世界で表現する

仁木　先生の作品にはプリーツプリ

ーツのポスターなど、ひと目で勝井

三雄作品とわかる美しい光の色のよ

うなアートポスター的作品ともうひ

とつのお仕事として、ピクトグラム

や装丁がありますね。ご本人はひと

つなのでしょうが、一般にはこの二

つはまったく違うもので、片方しか

できない方が多い…と思います。感

れるのでしょう…。

勝井　夜型でね…寝ている時に夢が

多いんだよ。色というか、何かに触

発されて、ふっと「これとこれが関

係ある」と思った時に、「あ、これ

をやらなくちゃいけないな」と思う。

すぐにメモしておかないと忘れちゃ

う。

仁木　夢メモですね…朝起きると忘

れているから…私もすぐにベッドで

メモをしています（笑）。

勝井　それが一番よいヒントになり

創造につながる。必然性のあるもの

ではないよね。抽象的な言い方です

が、非常にわかりにくいものが接点

を持った時に、初めて違ったものに

変わるという世界だと思う…それを

大事にしている。

仁木　それが60年も続いていらっし

ゃるというのはすごいですね。先生

の元気の秘密は？

勝井　理想、希望とそれに好奇心で

すね。

仁木　そう…先生はいつも目がキラ

キラしていらっしゃる。これからな

さりたいことは？

勝井　仕事をする時に、自分から勢

いに乗らないと面白くないから、と

した。そこには山東京伝の戯曲に書

かれたシャレで粋を地で行く生活が

作られていた。例えば、日本橋の隣

の袂に後藤（５斗：米の単位で音

が「ゴトウ」に近い）家と後藤家の

屋敷があり一石（５斗＋５斗）橋と

なった石作り橋が今でもあるからね。

京都の王朝文化とは違う、完全な庶

民文化で、江戸が百万都市として成

立した江戸後期に、その「粋」の文

化は成熟していきます。

　その空気感の中で、学生の頃読ん

だ九鬼周造の「粋の構造」に大きな

関心を持ちました。その哲学書には

唯一のダイヤグラムで「粋」の構造

が表記してありました。この図解図

譜はデザインの形に出会った最初の

事件でした。八つのことばを、直方

体の八つの頂点に置いて、例えば地

味対角線上に派手、上品に下品、渋

味に甘味、意気（粋）に野暮と対比

する言葉から江戸の美意識を微かに

くみ取る事ができました。

　この会場は50年余のブックデザイ

ンを100点選んで展示していますが、

私にとっては過去の長く蓄積された

情報が秘められた空間で、現代を支

える源泉の一部が書籍ひとつひとつ

となって開かれるのを待ちこがれて

にかく社会に対する一つの方向性に

何か予兆、刺激を与えるような仕事

をしたいなと思っています。遺伝子

として次の世代につなげていきたい

なと思っているわけです。見た人が

記憶の底に残して、いつか何かにつ

ながるかもしれない。そういうつな

がるものを残していきたいね。

生まれたところはその人の起源
そこから出発するべき

仁木　先生の作品には日本人の

DNA、日本の美しさを感じます。

勝井　感じてくれるかもしれないね。

自然にそういうものが出てくる。僕

はいつも自分の生まれたところから

それを引っ張り出して、デザインに

つなげてモチベーションを高めてい

くということを強力にやっています。

生まれたところはその人のアイデン

ティティの起源だから、そこから出

発するべきだね。

仁木　東京日本橋のお生まれですよ

ね。江戸の中心…。

勝井　僕は日本橋に生まれました。

江戸時代から此の地の人口は百万人

を超え、日本最大のリサイクル都市

で、世界でも最大の都市でした。特

に私の生まれた日本橋界隈は出版業

や本屋、絵具屋がありました。実際

小学校の友人は半片屋、寿司屋、の

りや、乾物屋と言った河岸につなが

る息子達が多く、日本銀行や三越の

あるエリアで、私の近所には中井紙

店の倉庫や出版の博文社があったく

らいで情報都市の中心をなしていた

と思います。それに郭や芝居とあわ

せて、その三つが経済の中心だった

と云われていたのです。現在の東京

の原型がその当時から存在していま

いるように私には思えるのです。現

代を暗示する「兆しのデザイン」と

して一階の多彩なひかりの映像とあ

わせて銀座で開かれたことに因縁を

感じています。

仁木　先生がいつまでもカッコイイ

理由は「粋」にあるわけですね。

　ますますお元気で、素敵な作品の

発表を楽しみにしています。

　今日は展覧会「勝井三雄展『兆し

のデザイン』」の会場で特別にお話

を聞かせていただき、ありがとうご

ざいました。
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